
（１）建設混合廃棄物について ④リサイクル及び適正処理のコスト

中間処理では、分けることに多くの
エネルギーを費やす

多品目分選別
（平均２３種）

複合品の分離分解
精選別

サーマル処理スペック調整
マテリアル処理

（精選別及びチップ化など）
２次処理

２次処理先輸送
加工（不純物除去）
製品化（納入基準）

無害化処理（熱灼減量化等）
適正埋立処分

などたくさんの工程にかかる費用が必要
（さらに分離分解が難しい複合製品が

増え続けている）

リサイクルと適正処理
を進めるコスト

廃プラスチック類
20%

塩ビ管
1%

金属くず
12%

電線くず
2%

廃石膏ボード
10%

空き缶
2%

木くず
21%

段ボール
10%

紙くず（再生不可）
5%

紙くず
1%

処理困難物
1%

生ゴミ
2%

残渣
8%

コンクリート
1%

ガラス陶磁器くず
4%

混合廃棄物

の組成内容

（容積率）
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（１）建設混合廃棄物について
⑤リサイクルを阻害する環境（２重３重の強固な構造）

出口（需要先）の
ないリサイクル

質と費用の基準がない
コスト競争熾烈

リサイクル本位

環境犯罪

巧妙に安い

リサイクル品
天然材品質、価格にかなわない

努力しても売れない

悪貨

悪循環１

低レベルリサイクル

悪循環４ 高コスト

公共施設一般的受入基準
リサイクル重視はわずか

コスト安い

資源循環ビジネス
（リサイクル）

が、根付かない構造

埋立本位

悪循環２

埋立
本位

悪貨
埋立
本位

リサイクル

適正
埋立

熱灼減量５％

環境×
コスト○

異なる価格意識

悪循環３
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（１）建設混合廃棄物について
⑥阻害する環境がリサイクルを二の次にしている

出口（需要先）の
ないリサイクル

悪貨と良貨

悪循環１

低レベルリサイクル

悪循環４

異なる価格感覚

悪循環３

資源循環ビジネス
が

根付かない構造

・コスト競争に明け暮れ、資源循環の理念が及ばない。
・「混合廃棄物は安く適正処理されればよい」が大方。
・結果として埋立を前提とした処理が大勢を占める。

物量が大、
リサイクル重視への
転換が必要

安い処理

悪循環２

環境犯罪との競争 単純埋立処理との
競争

処理費用の値
ごろ感が定ま
らない
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分別小口回収の目的：
　　　　　　再生品を多く生み出すために

 57

出口出口

可燃混合可燃混合
不燃混合不燃混合 　

廃ﾌ ﾟﾗｽﾁｯｸ類

非塩ビ系

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

ＰＰバンド

ブルーシート

塩ビ管

ダン ボール

芯材

ボイ ド管

燃料

製紙 材

ﾎ ﾞー ﾄ 材゙

家畜 敷床

肥料

建築木くず

ダンボール

丸鋼 　他

金属くず

再生 砕石

敷砂 利
コンクリート

石　 　膏

セメ ント原 材
石膏ボード

ＰＰ 原料

高炉 還元

塩ビ管 原料

パレッ ト

再生 ﾌﾗ゚ｽﾁｯｸ

発泡 ｽﾁﾛｰﾙ原料

RDF（固形燃 料）

排出事業者

収集運搬

分別小口回収システム

① ② ③ ④ ⑤

品目 ごとにまとめて置 く

建  設  廃  棄  物  マ  ニ  フ  ェ  ス  ト  （  Ａ  票  ）

中 間 処  理  ・  最  終 処  分  業  者

( 所 在 地 )

( 名 　 称 )

（ 〒  　 　 　 -  　   ）（ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　 （  　　 ） 　 　 　 　

処 分
方 法

1

2 埋　　立

中間処理 ａ
脱  水

ａ．安  定 型

c
破  砕

ｂ
焼  却

b .  管  理  型

ｄ

排      出      事      業      者

伝
票
作
成
者

( 所 在 地 )

（ 〒  　 　   -    ）

( 名   称 )

（ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　 （　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　

( 作 業 所 〈 現 場 〉 所 在 地 ・ 名 称 )

（ 所 属 ）

（ 氏 名 ）

検 印

　 　 年 　 　 月 　 　 日

廃棄物の特性　　　取　扱　上　の　注　意　事　項　　

ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ
含　有

ｐH

1

2

3

収  　集  　・　  運  　搬  　業  　者

( 所 在 地 )

( 名 　 称 )

（ 〒  　   -  　   ） （ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　  （ 　 　 ）  　 　 　

積 替 ・ 保 管 １．有 ２．無
収 集 ・ 運 搬
車 両 番 号

受領済印

年  　月  　日

3099025195
（ 伝 票 作 成 ）1 9 年 月 日

（ 排 出 事 業 者 用 ）

伝   票   番   号

産業廃棄物の種類   重  量  又  は  容 量      総重量又は総容量      形     状        荷     姿   ・  数     量

汚 で い （ｔ・㎏・ｍ3・㍑） 1 　　　　

3 　　　　

2 　　　　

工　　　事　　　種　　　別　　　等

固形状

泥　状

液　状

1 　　　　

2 　　　　

3 　　　　

4 　　　　

5 　　　　

ﾊ ﾞ 　 ﾗ

ｺ ﾝ ﾃ ﾅ

ﾄ ﾞ ﾗ ﾑ 缶

袋

（本 ･ 袋 ･ 個）1

2

3

4

5

6

廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類

木 く ず

金 属 く ず

ｶ ﾞ ﾗ ｽ ･ 陶 磁 器 く
ず

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 破 片 等

7

8

建  設  廃  棄  物  マ  ニ  フ  ェ  ス  ト  （  Ａ  票  ）

中 間  処  理 ・  最  終  処  分  業 者

( 所 在 地 )

( 名 　 称 )

（ 〒  　 　 　 -  　   ）（ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　 （  　　 ） 　 　 　 　

処  分
方  法

1

2 埋　　立

中間処理 ａ
脱  水

ａ．安  定  型

c
破  砕

ｂ
焼  却

b .  管  理  型

ｄ

排      出      事      業      者

伝
票
作
成
者

( 所 在 地 )

（ 〒  　 　   -    ）

( 名   称 )

（ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　 （　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　

( 作 業 所 〈 現 場 〉 所 在 地 ・ 名 称 )

（ 所 属 ）

（ 氏 名 ）

検 印

　 　 年 　 　 月 　 　 日

廃棄物の特性　　　取　扱　上　の　注　意　事　項　　

ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ
含　有

ｐ H

1

2

3

収 　集  　・　  運 　搬  　業  　者

( 所 在 地 )

( 名 　 称 )

（ 〒  　   -  　   ） （ Ｔ Ｅ Ｌ ）　 　  （ 　 　 ）  　 　 　

積 替 ・ 保 管 １．有 ２．無
収 集 ・ 運 搬
車 両 番 号

受領済印

年  　月 　日

3099025195
（ 伝 票 作 成 ）1 9 年 月 日

（ 排 出 事 業 者 用 ）

伝   票   番   号

産業廃棄物の種類   重 量  又  は  容  量      総重量又は総容量      形    状       荷      姿   ・   数     量

汚 で い （ｔ・㎏・ｍ3・㍑） 1 　　　　

3 　　　　

2 　　　　

工　　　事　　　種　　　別　　　等

固形状

泥　状

液　状

1 　　　　

2 　　　　

3 　　　　

4 　　　　

5 　　　　

ﾊ ﾞ 　 ﾗ

ｺ ﾝ ﾃ ﾅ

ﾄ ﾞ ﾗ ﾑ 缶

袋

（本 ･ 袋 ･ 個）1

2

3

4

5

6

廃 ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類

木 く ず

金 属 く ず

ｶ ﾞ ﾗ ｽ ･ 陶 磁 器 く
ず

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 破 片 等

7

8

マニフェスト に

分別 品目・数量 を記載

２０ 袋以上 になったら

タケエイへ回収 依頼
品目 ごとに袋 へ入れ る

予め ５０リ ット ル袋を

注文 する

タケエイ
専用 車で巡回 回収

手順

（１）建設混合廃棄物について ⑦－１分別・リサイクルは不可能ではない
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